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昨年大好評の家族で参加できる○×方式のクイズ大会がパワ
ーアップ！天才賞・秀才賞には賞品をプレゼント！ 
希望者は１０時までに集合を（定員制・途中参加不可） 

会場案内        お菓子輪投げコーナー 
スタンプラリークジ   アンケート記入コーナー 
スマホ避難シミュレーション特典交換受付 

アジア競技大会推進室 

 

碧南市赤十字奉仕団 

アジア競技大会が来年開催され、碧南市はビーチバレーボール競技
会場予定地です。大会のＰＲや、ビーチバレーボールにちなんだミニ
ゲームを体験しましょう。参加賞があります（無くなり次第終了）。 

大型の鍋「はそり」を使ってぜんざいを作り、来場の皆さんに
提供します（無くなり次第終了）。 

 

株式会社キャッチネットワーク 

 

愛知県碧南警察署 

キャッチネットワークの災害放送などを、中継車の展示･見学
と共に紹介します。また、模擬放送訓練も実施します。 

能登半島地震における警察の活動状況をパネルで紹介しま
す。パトカーの展示、ちびっこ制服の試着体験や記念撮影もで
きます。 

 

ＮＴＰホールディングス株式会社 

 
碧南市水道課・ 
愛知県西三河水道事務所 

非常時給電システムの使い方や概要を紹介します。給電によ
る電気製品の稼働の実演を行います。 

碧南市の給水車による応急給水を体験してみましょう。また、愛知県
によるパネル展示やクイズを通して安全な「あいちの水」について理
解を深めましょう。ブースに寄って「あいちの水缶」をゲットしよう！  

 

大塚ウエルネスベンディング株式会社 

 

碧南市下水道課 

災害時に飲料が無料提供できる自動販売機を展示します。商
品を取り出す体験をしてみましょう。 

下水道の仕組みと、市内 7 か所に整備されている災害時のマ
ンホールトイレの仕組みを紹介します。 

 

碧南市危機管理課 

 

碧南市 

浄水装置を使って、泥水などの濁った水が飲料水になる過程
を実演します。水の色や臭いの変化を体験し家庭での水の備
蓄を考えましょう。 

家庭での災害対策には、自宅の災害リスクを知ることが大切
です。新しくなったハザードマップと記入シートを使って確
認してみましょう。もしものときの避難場所も考えます。 

 

碧南市 
［協力：アース・ペット株式会社］ 

 
碧南市 

災害時、飼い主はペットと同行避難することが基本です。万が
一ペットと離れてしまったときに備えるカードを作成しまし
ょう。災害時にあった問題なども紹介します。 

トイレは我慢できません。災害後、約 7 割の人が 6 時間以内
にトイレに行きたくなると言われています。自宅でできる携
帯トイレの使い方を紹介します。 

 お手洗いは体育館にあります。 

 会場内は禁煙です。 

 会場内は飲食可能ですが、ゴミはお持ち帰りくだ

さい。 

 グラウンド内駐車場は、入口は南門、出口は東

門です。 
 

 スタンプラリーですべてのスタンプが集まった 

ら、総合案内でクジがひけます（先着順）。 

チェックポイントは３か所で旗が立っています。 

台紙は表紙にあります。 

 スタンプラリー、お菓子の輪投げ、天災クイズは、

いずれも先着順で、大人の参加も大歓迎です。 
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株式会社キャッチネットワーク 

 

株式会社鈴木紙器 

遊びながら防災を学ぶチームラボカメラの防災クイズフォトフレー
ム。画面に表示されるクイズにジェスチャーで回答し、正しい防災知
識を身に付けます。撮影した写真はスマホにダウンロードできます。  

避難所のプライバシーを守るパーティション、快適な眠りを
与えてくれる段ボールベッド、停電・断水時に安心の段ボー
ル製簡易トイレを展示します。 

 

アルファー食品株式会社 

 

碧南市危機管理課 

災害備蓄食料として便利な長期保存商品を、試食とともに紹
介します。ガラポンによるプレゼントも行います。 

大規模災害時には多数の負傷者が発生し、医療が逼迫します。
こういった場合の応急手当の考え方や予防の大切さを、救命
救急士が体験談とともに解説します。 

 

社会福祉法人碧南市社会福祉協議会 

 

中北薬品株式会社 

自分たちの住んでいるまちの避難所は、どのような場所にあ
るのか…？まちの避難所を調べてみましょう！どのような人
たちが集まってくるのかを知って、対策を考えましょう。 

更新の手間が省ける２５年保存のおいしい備蓄食を紹介しま
す。いざという時こそ手軽に、ほっとできるおいしさを。 
７年・５年保存のわんちゃん用商品もあります。 

 

日本赤十字社愛知県支部 

 

 碧南市健康課 
［協力：中北薬品株式会社］ 

心停止の場面で行う心肺蘇生（胸骨圧迫・人工呼吸）やＡＥＤの使用
は、数分の対応が生死を分けることも。万が一に備えた知識と技術を
人形やデモ機を使って体験しながら分かりやすく解説します。 

エコノミークラス症候群予防のための運動実技を体験しまし
ょう。避難所での健康管理もお知らせします。 

 

碧南防災ボランティア連絡会 

 

碧南防災ボランティア連絡会 

被災地へボランティアに行ったときのセンター受付から、支
援活動に行く際の流れを体験します。また、防災に関する相談
などにもお答えします。 

大地震後は電気に起因する火災が多く発生しており、予防に
は感震ブレーカーの取り付けが有効です。感震ブレーカーの
取り付けや家具固定の必要性、液状化現象を紹介します。 

 
碧南市 

 
生活協同組合コープあいち 

専用のゴーグルを着けて、仮想空間の中で地震を体験しまし
ょう。また、約４０km/h の速さで迫る津波から、自転車を漕
いで逃げられるかを体験する津波ＶＲ体験も行います。 

生協で取り扱っている防災用品を展示します。小さなお子さ
んが楽しめるようなガラポンもあります。 

 

大塚製薬株式会社・ 
大塚包装工業株式会社 

 

自衛隊愛知地方協力本部 
安城募集案内所 

効率的な食品備蓄の方法「ローリングストック」を紹介しま
す。また、大塚製薬のバランス栄養食カロリーメイトやポカリ
スエット、その他防災用品も紹介します。 

自衛隊車両や災害派遣活動のパネル展示により、自衛隊の装備品
や活動、災害への備えをＰＲします。隊員も身に着けているドッ
グタグの作成、ちびっこ制服の試着体験や記念撮影もできます。 

 

陸上自衛隊中部方面特科連隊 
第 2 大隊第 6 中隊 

 

国土交通省中部地方整備局 
豊橋河川事務所 

災害派遣活動への理解を深めていただくため、指揮通信車や
災害派遣に関するパネル展示を実施します。自衛隊の活動を
より身近に感じてください。記念撮影もできます。 

浸水被害のある場所などで活躍する水中ポンプや発電機など
を搭載した排水ポンプ車を展示します。また、河川の防災をパ
ネルで紹介します。 

 
碧南市災害復旧協議会 

  

中部電力パワーグリッド株式会社 

自然災害発生時に被災地で活躍する重機車両を展示します。
重機への興味を通じて、防災意識を高めてもらいます。 

高所作業車への乗車体験や、能登半島地震をはじめとする電
気の災害復旧を紹介します。また、有事の際の停電情報お知ら
せサービスも紹介します。 

 

衣浦東部広域連合碧南消防署 

 

碧南市消防団 

火災予防のＰＲと、消防車両、火災時に消防士が着る防火服の
展示、消防グッズのプレゼントを行います。 
ちびっこ制服の試着体験や記念撮影もできます。 

消防団車両の展示と、感震ブレーカーなどの防火・防災をＰ
Ｒします。また、啓発品のプレゼントも行います。 
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碧南市に最大想定の地震が発生すると、約１,０００人の方が亡くなり、約８０

０人の方が重症を負うと予測しています。 

この予測値は、人口比でみると阪神淡路大震災の神戸市や、東日本大震

災の仙台市を大きく上回る被害です。 

津波からの 
逃げ遅れ 
82 人 

建物倒壊 
444 人 

屋内落下物など 
36 人 

建物から自力脱出不可 
による津波 358 人 

火災 
220 人 建物倒壊による重症 

631 人 

屋内落下物などによる
軽傷 621 人 

建物倒壊による軽傷 
1，162 人 

火災による重症 
42 人 

屋内落下物など 
による重症 138 人 

火災による軽傷 
109 人 

死者 1,140 人 負傷者 2，703 人 

死者約 70% 負傷者約 95％ 減らせる可能性

避難とは、「難」を「避」けることで、避難所へ行くことだけではありません。地震発生後は、家屋の倒壊から身を守るため、原則

屋外へ一時避難しますが、自宅が安全な場所にあり、かつ損傷が無く安全が確認されている場合は、避難所へ行く必要はあ

りません。 

［イメージ画像］ 

プライバシーも確保され、落ち着いた生活が送れます。感染症にかかるリスクも低くなります。 

避難所のトイレは遠く、狭く、非常に混雑します。トイレ回数を減らすために水分を控え、体調を崩す人も少なくありません。 

ペットは、避難所ではケージなどに入れた状態で、屋外などで受け入れることになります。自宅であれば一緒に過ごせます。 
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大地震が発生したら、とっさの判断が生死を左右します。冷静に対応するのは難しいので、以下の行動パターンを普段から覚

えておきましょう。 

すぐ避難 

避難

炎が天井に届いたら
初期消火の限界 

大震災後に多発する
電気火災防止に有効 

ガラスの破片など
から足を守る 

ラジオ・テレビなどで 
正しい情報を確認 

ＳＮＳでの誤情報やデマに注意

壁の大きな亀裂、一部崩壊、 
傾きの有無などで判断

自宅倒壊や火災などの被害がなければ避難する必要はありません。 

避難所は、プライバシーが無く、支援物資が届くまでは何もありません。また、希望する物資は手に入りま

せん。生活継続が可能なら、自宅がより良い避難所です。 

大地震発生から３～６時間ほどで半数以上の人がトイレに行きたくなります。 

飲食料はもちろんのこと、携帯トイレやカセットコンロ・ボンベなど、ライフラインが途絶えても暮らせるよ

うに備蓄をしておきましょう。 

電話は使わずに災害用伝言ダイヤル
１７１やＬＩＮＥ・ＳＮＳの利用



 

  

日常時も災害時も、変わらずに活用できる「フェーズフリー」という考え方があります。災害時に使うものを別に用意するのでは

なく、普段使う道具やサービスなどを、災害時でも使えるものに、変えていくという考え方です。 

食品や日用品を多めに買い置きしておき、日常で古いものから順に使い、減った分を買い足す方法（ローリングストック法）が

おすすめです。水の備蓄は、特に推奨します。災害時の応急給水時は、長時間並ぶことが想定され、また、水を運ぶには大

きな労力が必要です。小さなお子さんやご高齢のご家族がいる方は、大変な負担となります。 

フェーズフリーの考えを広くお知らせすることや、皆さんに関心をもっていただく目的から、皆さんが

考えたり実践している“あなたのフェーズフリー”を募集しています。 

 ： 雨風を防ぐ他に防寒着としてや、避難時のトイレや着替え時の目隠しとして使う 

 ： 物を運ぶための風呂敷、ブランケットの代用、応急手当用品、 

頭や口元を覆う頭巾、敷物、赤ちゃんの抱っこ紐の代用として使う 

 ： 人用の簡易トイレで使う 

 ： 避難生活で使う 

私たちは、トイレは我慢できません。発災から３時間以内に３割の人がトイレに行きたくなったという報告もあります。災害時、水

や食料より先に欲しくなるのはトイレです。災害が起きたら、トイレの準備を行い、我慢しないようにしましょう。 

東日本大震災において、仮設トイレが避難所に行き渡るまでに４日

以上要した自治体は約７割です。最も日数を要した自治体は６５

日でした。南海トラフ地震では、これ以上の日数が見込まれます。 

設置後も、トイレの数が足りず常に満杯状態となり、汚物が回収さ

れなかったり、また仮設トイレは、避難所から離れたところに設置さ

れ、狭く、冬は寒い。朝などは長蛇の列。多くは和式で段差があり、 

自宅など、既設の便器に取り付けて使える携帯トイレが大変有効です。１日のトイレ回数は、１人５

回といわれています。最低でも、家族３日分の備蓄をしましょう。併せてトイレットペーパーの備蓄

や、汚物袋を長期間保管せざるを得ないことによるニオイ対策も考えておきましょう。 

在宅避難ができれば、携帯トイレを自宅のトイレで使う方法が、より良い環境です。 

［出典：日本トイレ研究所「災害用トイレガイド 2024」］ 

トイレが汚い、臭い、怖い、遠い、段差があるなど使い勝手が悪いと、トイレに行かなくて済むように水分摂取や食事を控える人

も少なくありません。ただでさえ被災により体が弱っている中、そういったことが原因で体調を崩したり、エコノミークラス症候群

を発症したりし、場合によっては死に至ります。トイレが安心して使えるように努めましょう。 

高齢者や障害者には使いにくく、照明が無いため夜間は女性や子どもには危険など、設置されても問題がつきません。 

 

11 



 

  

早期認識と 
通報 

二次救命処置と 
集中治療 

一次救命処置 
（心肺蘇生とＡＥＤ） 

心停止の 
予防 

心肺停止などで倒れた人が、日常生活ができる状態まで回復する割合（社会復帰率）は、大人に比べ子どもは極めて低くなっ

ています。大規模災害時では、救急医療の逼迫などにより、社会復帰率は特に低くなります。 

大規模災害時をはじめ、負傷を防ぐには予防に勝るものはありません。住宅の耐震化をはじめ、家具の固定やガラス飛散防

止フィルムの取り付けなどが効果的です。 

また、子どもの突然死の主な原因は、けが、溺水、窒息などの事故ですが、その多くは日頃の配慮で予防できます。 

自動車乗車時のチャイルドシート、自転車乗車時のヘルメット、水の事故への注意、小さな子どもの手の届くところに口に入る

大きさの物や中毒の原因となるような薬品や洗剤、たばこなどを置かないといった配慮が必要です。 

「心停止の予防」「早期認識と通報」「一時救命

処置（心肺蘇生とＡＥＤ）」「二次救命処置と集中

治療」をそれぞれ４つの輪に例え、これらの輪が

途切れることなく迅速に連携されることで救命

率が向上することを表しています。 

大規模災害時は、輪が途切れてしまうので、予

防が極めて重要です。 

２０２２年の１年間において、西三河地区で心肺停止になり救急車で病院搬送された人は、約１,４５０人です。その内、１か月

後に社会復帰できた人は３６人で、率にして２.５％です。 

居合わせた人などにより、心肺蘇生が実施されたケースが含まれているにも関わらず、心肺停止になった人の社会復帰は、

平常時でも極めて厳しいことを物語っています。心肺停止に陥らないように、日常から予防することが極めて重要です。 

ＡＥＤは、心臓が元に戻る「魔法の箱」ではありません。ＡＥＤは心臓の痙攣
けいれん

を取り

除く機械です。心停止の人が、ＡＥＤによって心拍再開したとしても、心停止の原

因を治さない限り、再び心停止に陥ります。大規模災害時は、救急医療が逼迫

するため、原因を治すことが困難になるため、そうならないように予防することが

極めて重要です。 

なお、倒れた人を助けるために一番大切なことは、居合わせた人がしっかり胸骨

圧迫を行うことです。 

 成人と同様、胸骨圧迫３０回と

人工呼吸２回の組み合わせを

絶え間なく続けます。 

 胸の厚みの約３分の１沈む深さ

まで強く圧迫します。 

 小学生～大人用（旧成人用）の手順と

同様ですが、未就学児用（旧小児用）

のパッドやモードがある場合、未就学

児にはそれを使用します。 

 無い場合は、小学生～大人用を使用

します。 
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